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福島学院大学 新型コロナウイルス感染症防止のための 
ガイドライン【６月２２日以降】 

 

 面接授業への段階的移行・再開に向けて、文部科学省高等教育局高等教育企画課から示

されているガイドラインにもとづき、6月 1日以降、段階的に面接授業を実施してきました。 

 6 月 22 日には、福祉学部こども学科が全面的に面接授業を開始し、本学では全学での面

接授業が実施されるようになりました。 

 一方で、すでに公表されているように、6月18日に福島県で41日ぶりに新規感染者が確認

されるなど、新型コロナウイルスの感染が沈静化しているわけではありません。 

 19 日以降、県境をまたいでの移動も緩和されましたが、下記ガイドラインを確認いただき、

学生・教職員の皆さまには、感染防止のための自衛・自粛を引き続き継続していただくようお

願いいたします。 

 

   

基本的な感染症予防対策  

1. 水と石けんによる手洗いの徹底を促すとともに、手指の消毒のため、以下の個所 にアル

コール消毒液を設置します。  

 ◎ 宮代キャンパス： 各建物入口及びトイレ、本館及びカーサ２１各フロア（教室、教務課、

キャリア支援、学科実習室）、音楽館地下ピアノ室入口、学生支援課に設置 

  ◎ 駅前キャンパス： 建物入口及びトイレ、各階に設置  

2. 利用頻度の高い教室、トイレ等についてはアルコール消毒による拭き清掃も毎日 実施し

ます。特に手が触れることが多いドアノブ等については入念に行います。 

3. 教室については３密防止のため、収容人数を踏まえたうえで席の間隔を空けて使用する

と共に、定期的な換気を徹底します。  

4. 事務室等においても換気を徹底すると共に、学生対応においては入室を制限することと

します。  

5. 受付、教務課など対面での対応が多い箇所については飛沫防止シート、パーテーション

などを設置します。  

6. 宮代キャンパスのエレベーターについては原則として利用を禁止します。駅前キャンパス



については５人以内の乗降とし、２階及び地下への移動は階段を利用することとします。  

7. 宮代キャンパス本館及びカーサ２１学生ラウンジについては密接にならないよう席の配置

を工夫します。  

  

昼食について  

1. 学食における食券購入の際はアンダーラインを引くなど、間隔を空けることを徹底します。  

2. のぎく館売店レジのカウンターには飛沫防止シートを設置します。  

3. 昼食喫食スペースについては席の間隔を空けると共に対面での席にならないよう配置を

工夫します。  

  

衛生管理について  

1. 飛沫感染等防止のため、入構者はマスク着用とします。  

2. 学生に毎日朝夕の検温を促します。教職員も同様とし、結果を毎日記録します。 

3. 熱が高いなど体調が思わしくない学生に対応し、宮代キャンパスは学生支援課及び総務

課、駅前キャンパスは事務室、医務室に体温計を常備し、速やかに状況を把握できるよう

にします。  

4. 学生、教職員から感染が疑われる状況報告があった場合、連絡直後からの経緯を 詳細

に記録し、感染が発生した場合の保健所などへの協力体制を準備します。  

 

移動に関する感染症対策について 

夜間の不要不急の外出については自衛の観点からも自粛することとします。 

  

熱中症の予防について 

本格的な夏季期間はマスクの着用もあり、熱中症のリスクが高くなります。特に以下の点に

ついて注意してください。 

１．エアコンを利用し、部屋の温度を調整してください。（28℃設定） 

２．換気については、エアコン効果の関係から窓や出入口を長時間開放することはせず、

こまめに開け閉めを行ってください。 

 

 

以上 


